
す
表
現
は
、

の
だ
ろ
う
。

黒
地
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
、
硬
筆
様
の
も
の
で
引
っ
掻
い
た
描
線
だ
け
で
、
表
現
し
て
い
る
現
在
の
作
品

は
、
巨
大
な
銅
版
画
と
い
っ
た
趣
き
で
あ
る
。
黒
地
は
キ
ャ
ン
バ
ス
に
黒
い
絵
の
具
を
地
塗
り
し
た
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
他
の
色
彩
の
絵
の
具
を
薄
く
地
塗
り
し
た
上
に
、
黒
を
重
ね
て
で
き
て
い
る
。
そ
の

結
果
温
い
感
触
の
黒
地
が
生
ま
れ
、
引
っ
掻
い
た
描
線
も
単
に
白
い
の
で
は
な
く
、
ほ
の
か
に
色
彩
を
感

じ
る
描
線
に
な
っ
て
い
る
。

色
彩
感
覚
を
こ
こ
ま
で
微
妙
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
と
、
硬
い
性
質
の
描
線
に
感
情
を
移
入
し

得
る
素
描
力
は
、
ま
だ
青
年
と
呼
ん
で
い
い
上
村
和
夫
の
画
家
と
し
て
の
意
識
が
鮮
明
強
固
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。
彼
が
現
在
自
ら
に
課
し
て
い
る
も
の
に
十
分
な
自
信
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
上
村

和
夫
は
色
彩
効
果
の
抑
制
を
次
第
に
解
き
放
ち
、
彼
に
と
っ
て
の
究
極
の
表
現
へ
向
か
う
こ
と
だ
ろ
う
。

一
○
年
先
か
二
○
年
先
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
上
村
和
夫
は
大
成
を
予
感
さ
せ
る
人
物
で
あ
る
。

上
村
和
夫
、
一
九
四
八
年
加
古
川
市
生
ま
れ
。
大
阪
芸
大
卒
業
後
三
年
間
ス
ペ
イ
ン
へ
留
学
。
そ
の
間

に
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
、
ル
・
サ
ロ
ン
に
入
選
し
た
経
歴
が
あ
る
。
第
二
八
回
安
井
賞
候
補
美
術
展

（
一
九
八
五
）
に
入
選
。
彼
の
存
在
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。
現
在
行
動
美
術
協
会
の
会
友
で
あ
る
。

現
在
の
作
品
は
、
す
ぐ
れ
た
素
描
力
を
特
色
に
し
て
い
る
。
色
彩
効
果
を
抑
え
、
描
線
の
効
果
を
生
か

す
表
現
は
、
た
ぶ
ん
将
来
取
組
も
う
と
し
て
い
る
表
現
へ
至
る
た
め
、
自
ら
に
厳
し
く
課
し
て
い
る
も

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

茎
大
の
小
箱

上
村
和
夫

文
・
増
田
洋

〈
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
次
長
〉
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加古川I l f 生まれ
大阪芸術大学卒業・スペイン留学
サロンドートンヌ人選
ルソサロン入選
酒ｕ本新人ビェンナーレ人選
大阪人現代美術媛拝選
第3 6 m 行勤美術峰人選( 以後様似出品）
第3 8 1 , 1 行動美術歴奨励賞受賛
行肋美術協会会友推挙
第2 8 1 叫1 安ﾅ ﾄ 賞燥補祈人腫出品ＩＢＭｲ ﾗ ｽ ﾄ ｺ ﾝ ｸ ル人選
第８皿ジヤハンエンバ美術入選８６′兵廊の美術家出品
現在、大阪芸術大挙Ｉ碓師
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･ 祝・国際ソロプチミスト・アメリカ・日本中央リジョン大会
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え
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二

ＫＯＢＥ発
遠い日の水辺の想い出は
ゆっくりとしなやかに
オフホワイトの旅立ちを彩る
白い夏の憧景。

、 ノ

わインザー
レ＄冒紗１

〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目
さんプラザ２ＦＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 9 5 2
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、祝神戸隠港1 2 0年メリケンー ｸ ﾎ ﾜ ﾝ記念

地中海……おおらかご豊かご素晴ら
しい｡ 海の幸に恵まれた美しいところ。
その地中海から､ 思わず舌つづみをうっ
てしまいそうな大きなオマールエビや、

Ｉ
５月１７日⑧まで

凸

凸わ

■■■

カニ､ 貝類などが､ ずらりと顔をそろえま
或一流シェフが腕によりをかけた､ 四ツ

1 つへｌＭＡＩ更L ｊＫＯＢＥ

つ

配
車

7 : O 0 R M まで営業９: O O P M まで営業
本館3 階、２階、１階、地１階大丸カーポート
大丸別館リブ･ ラブ･ ウエスト５月1 7 日日まで１時間3 0 0 円以後 鯵後3 0 分毎1 5 0 円５月1 5 念まで

、地１階
ウエスト５月1 ７ 』篭話〔07 8》調1 - 8 1 2 1
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アろぎ

/ﾙ”尼『える白いチヤペノz/でたﾃ〕ルク;:． 、

早申戸且月坐毒島

海を見ながら､神戸ならではのファッショナブルなブﾗ ｲダルは､恋人たちの夢。
白亜のチャペルに続くホールでのご披露宴や､劇場を利用した1 1 t 界て噸初めての
シアターウェディングなど､ 感動的シーンの演出を心がけていま九
カリョンの音色に祝福されて､ 慶びもいよいよクライマックスに－。

レボートビ
〒65O神戸市中央区港島中町7-2-2公(078)302-5555

本社／〒6 5 O 神戸市中央区元町通3丁目3番1 0 号含( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5

ミナトニゴーフル

、

磯I:震瀧

i'‘|『

F鼎４，ﾘIiﾆｮ鳩瀞
（ゴーフル白いチャペル前）
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竺
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｊ

５
月
号
目
次
Ｑ
１
９
８
７
．
叱
３
１
３

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
／
中
西
勝

９
神
戸
っ
子
ｗ
／
小
林
亜
也
子
・
河
内
厚
郎

担
あ
る
集
い
／
①
楽
団
あ
ぶ
あ
ぷ
あ
②
神
戸
親
子
劇
場

幅
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
カ
タ
ル
ニ
ア
讃
歌
バ
ル
セ
ロ
ナ
展
・
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
号

旧
美
の
小
箱
／
⑥
玉
村
和
夫
文
・
増
田
洋

旧
神
戸
の
物
語
／
カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を

羽
わ
た
し
の
意
見
／
荒
津
正
美

訓
随
想
／
高
崎
研
一
郎
・
岡
島
純
・
山
本
敏
雄

弧
連
載
エ
ッ
セ
イ
／
安
水
稔
和
カ
ッ
ト
／
中
西
勝

記
こ
う
べ
味
な
旅
／
玉
村
豊
男
カ
ッ
ト
／
石
阪
春
生

調
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
音
楽
夜
話
鋤
／
神
戸
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
井
上
和
雄

嘘
特
集
／
メ
リ
ヶ
ン
シ
ア
タ
‐
（
映
画
記
念
避
完
成
を
祝
し
て
ｌ

ア
ン
ケ
ー
ト
／
映
画
記
念
碑
＆
私
の
心
に
残
る
ワ
ン
シ
ー
ン

艶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
食
品
産
業
」
水
垣
宏
隆
・
戸
島
和
博
・

西
村
理
・
寺
本
勤

記
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

弱
地
域
文
化
論
／
嶋
田
勝
次

釦
宝
塚
対
談
／
麻
実
れ
い
＆
酒
井
澄
夫

餌
ｗ
神
戸
ま
つ
り
ガ
イ
ド

花
座
談
会
／
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア
メ
リ
カ
日
本
中
央
リ
ジ
ョ
ン

大
会
を
前
に

お
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

船
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
鈴
木
章
子

鯛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
ヒ
ロ
コ
・
マ
ロ
ッ
ト

Ⅷ
も
う
さ
ん
の
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
・
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
卿

花
さ
し
竹
細
工
。
仲
伊
市
さ
ん

Ⅳ
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

鵬
動
物
園
飼
育
日
記
〈
湖
〉
／
亀
井
一
成

睡
小
山
乃
里
子
の
華
麗
な
る
男
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
長
島
隆

価
神
戸
の
集
い
か
ら

棚
話
題
の
ひ
ろ
ば
／
回
神
戸
七
福
神
い
よ
い
よ
発
足

回
モ
ー
ド
オ
リ
オ
ン
竣
工
披
露
パ
ー
テ
ィ

伽
〈
特
集
〉
ｗ
世
界
の
酒
祭
り

醜
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
橋
本
明

剛
有
馬
歳
時
記

剛
出
会
い
の
旅
／
「
か
ん
（
観
）
・
か
ん
（
感
）
・
か
ん
（
関
）
・
韓
」
初
田
寿

剛
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

Ⅷ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

叩
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

剛
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

噸
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅳ
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

唾
神
戸
・
発
見
⑤
季
村
敏
夫
／
海
の
光
景
‐
ロ
ロ
コ
ｏ
一
コ
画
室
ｇ
三
コ
の

脇
連
載
小
説
／
矢
口
耕
一
カ
ッ
ト
・
谷
口
和
市

伽
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
イ
カ
ラ
文
化
史
③
／
鈴
木
正
幸
・
鈴
木
正
幸

脱
海
・
船
・
港
／
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
了
世
）
」
海
市
悠
太
郎

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
・
坂
上
正
治

丘Ｆ
〃
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急
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戸

一
』
一
一
昌
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錨
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し
話題を追う

花と緑の博覧会
ＮＯＷ

' 利口I エルー' ~ ､ 一一一、r o ，U U U ‘、』・

: 雪今｜特集Ⅱ
１.六甲アイランドシティ
2 “太平洋アジア観光協会
3 ･ 神戸まつり
4 ・神戸七福神巡り
☆スターハイライト
( ＷＢＡ世界バンタム級チャンピオン）

六 車卓也

を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
春
真
っ
盛
り
の
関
西
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
４
月
か
ら
民
営
化
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
加
え
て
阪
急
、
阪
神
、

近
鉄
、
南
海
、
京
阪
、
山
陽
、
神
鉄
、
京
福
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
自
慢

且
神
戸
商
工
会
議
所
大
研
究

神
戸
の
経
済
の
要
と
し
て
活
動
す
る
神
商
。
そ
の
横
顔
を
取
材
す
る
と

共
に
、
今
後
の
神
戸
に
お
け
る
神
商
の
役
割
を
考
え
る
。

ｚ
私
鉄
沿
線
春
模
様

新しい関西を創造する総合雑誌

新連載

話題を追う“

特集

皿オール関西株式会社/ 〒5 3 0 大阪市北区曽根崎2 丁目1 5 - 2 4 曽根崎ビル４Ｆ壷0 6 - 3 6 3 －1 ２５５

鴬
☆スペシャルインタビュー

望 月美佐
(書家）

好評連載企画
回創造の世界
一関西新空
画名医に聞く

港会社古井光昭氏

小児眼科湖崎克先生
画需さんの新風俗記

一神戸七福神巡り
■大阪の曲がり角

今東光と河内
■玄妙禅談

禅即生活・生活即禅
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三
一

、

１１０

威
慨
世
の
裂
丁
Ｌ
〆
『
今
４
抄
宮
乳
々
ｌ
え

患齢畠、
堂H －

ＬＥＥＳＯＰＨＹ
ＥＬＬＥ

蕊鍾iｉ
ＣＬＡＵＤＥＬＥＭＡ
ＺＡｚＩＦ

三愛

戸･ 三宮さんﾌ q ﾗ ずｾ ﾝ ﾀ ｰ ﾌ q ラ

・
鐸
・
シ

ジ
ロ
〆

新宿･ 海野
B O N F U K A E Z A
ｹ ｼ ﾚ ﾗ ﾝ

ｺ ｺ 山岡
ⅥC ＫＹ
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『 、

す
べ
て
の

優
し
さ
に

抱
か
れ
る

潮
騒
の
さ
さ
や
き
に
耳
韓
傾
け
、

穏
や
か
癒
風
に
身
を
任
せ
る
。

何
も
し
な
い
、
何
も
考
え
な
い
、

自
分
だ
け
の
時
佃
が
流
れ
る
と
き

そ
れ
ぞ
れ
の
一
折
ス
＃
抑
く
。

い
ま
、
美
し
き
一
牙
ス
一
所
ス
ト
の
た
め
に

ホ
テ
ル
ア
ナ
ガ
が
誕
生
す
る
。

ＴＡｓＴ型Ｔ

－－－巻鎮墨鍵塁塞=雪雲蓋
＝室

憐路蹄､剛'1賀｡ここはいつもﾘｿﾆﾄにIi縫える。

』
〃ﾗ〃ぅf茅憲W蝋慧W棚霧馴Wo7…'㈹甑xO79…“

瞳
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フ 市
民
サ
イ
ド
の

☆
私
の
意
見

八
Ｋ
Ｆ
Ｓ
会
長
Ｖ

荒
津
正
美

セ
ン
タ
ー
設
立
を

神
戸
市
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
を
し
て
、
今
年
で
妬
年

に
な
り
ま
す
。
私
が
代
表
を
し
て
い
ま
す
Ｋ
・
Ｆ
・
Ｓ
９
ウ
ベ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
連
し

た
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
た
業
種
の
人
々
が
集
ま
り
、
一
分
野

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
広
い
分
野
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
の
卒
業
生
が
集
ま
っ

て
発
足
し
た
も
の
で
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
携

わ
る
神
戸
市
民
や
、
神
戸
市
に
関
係
あ
る
企
業
人
を
育
て
る
こ
と

を
目
標
に
、
今
日
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
宣
言
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
。
ダ
ウ
ン
を
つ
く
り
大
成
功
を
お
さ
め
、
大
き
な
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、

私
達
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
者
が
、
企
業
人
と
し
て
、
ま
た

神
戸
市
民
と
し
て
、
何
か
一
つ
、
私
達
が
集
ま
っ
た
り
、
情
報
を

仕
入
れ
る
場
所
等
、
ト
ー
タ
ル
的
な
場
所
が
で
き
な
い
も
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
が
、
先
年
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
で
、

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
頂
い
た
そ
の
賞
金
を
基
金
と
し
て
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
所
と
い
う
も
の
を
作
る
た
め
に
、
全
員
で
少
し
ず
つ

募
金
を
し
て
〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
所
設
立
基
金
″
と
い
う
も
の

を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
金
額
的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
ち
、
ま
た
携
わ
っ
て
い
る
人
達
が
、

そ
こ
に
行
け
ば
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
現
状
等
が
吸
収
で
き

る
と
い
う
場
所
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
所
の
設
立
に
つ
い
て
、
今
ま
で
提
唱

は
し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
単
な
る
提
唱
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
積
極
的
に
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
第
一
歩
を
踏

み
出
す
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
と
い
う
、
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
は

成
功
し
た
の
で
す
か
ら
、
も
う
一
つ
、
今
度
は
企
業
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
っ
て
行

く
。
こ
れ
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
私
達
の
、
こ
れ
か
ら
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

ア
シ
、
ン
ョ

ン
情
報

肉

１
２９
１
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美しさには理由があります｡ <５月〉

シルクのあの肌ざわりの心地良さは、何よりも魅力的です。だから
こそ、ジャケットやドレス以上に、シルクのブラウスやシルクの下
請はぜいたくで、とてもおしゃれ。肌に近いほどシルクの良さが、
まさに肌で感じられます。でもシルクは気むずかしや。取り扱いの
まちがいは致命的。水ヌレ、汗、汚れ、湿気など、シルクのいやが
るものは、すぐに除去してしまう、騎士道精神. が必要です。一度で
も袖を遡i , たら、問髪おかずにクリーニングへ。

？
1丁目2 －１６と織薫霧。

国大阪支社/06853-1332画つかしん店ﾉb6-420-3754回ローブ･ニシジマ/078-332-2440’
園山零店'078-221-劃40園宝塚庵'0797-72-0810国ﾘﾌｫー ﾑ･ﾌﾙﾌﾙﾉ078-221-91101

078-851-2440

国大阪支社/06853-1332画つかしん店ﾉb6-420-3754回ローブ･ニシジマ/ﾛﾌﾞ8-332-2440
国山手店/078-221-2440田宝塚店幻797-72-0810国ﾘﾌｫｰﾑ･フルフル/､78-221-9110

鯉赴ｆき' 計

こんにちは赤ちゃん‘

須貝永美ちゃん／芦屋市宮塚町

じょうずにおすわりできるでしよ･ ･ 亀

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7）3 1 . - . 1 2 3 4代表
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